
北の厳しい大地の中で感じる川の流れ、空気の変化、草花の芽吹き。

20年の時を越え、「六花の森」は次の季節をじっと待つかのように静かに佇む。

「六花の森」は、北海道中札内村の広大な敷地に計画された、お菓子工場、美

術館群を取り囲むようにせせらぎ、湿地、河畔林を再生したランドスケーププロジ

ェクトである。北海道を代表する企業であるクライアントの「建物・施設は、自分た

ちのものではなく、後世に残す社会資本である」との想いを軸に、地域に根差し、

新たな文化、新たな風景を生み出すべく1997年より計画を進め、調査開始から

約10年の歳月を掛けて、2007年に、約10haもの広大な森「六花の森」が完成

した。その後も各種生物調査などを実施し、完成後、10年を迎えている。

クライアントの未来を見据えた想いを、設計者が汲み取り、この場所にしかない

豊かな風景をつくり上げた。一時の風景は、時をかけてはぐくまれた風景。すべて

の想いは「今に」、今ある想いは「未来」に引き継がれ、想いを馳せる気持ちが、

この北の大地の空気を醸成させていく。我々は、モノづくりを通じ、ときを創って

いった。 ランドスケープデザイン ： 岩井 洋

ときを創る
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設計者は、この場所にしかない風景を生み出すべく、何度も現地を訪れ、自ら荒

地や雪原に入り込み、周辺の植生や地形の歴史に至るまで徹底的に調べ上げ

た。敷地周辺を含めた自然環境の入念な調査、地形図の分析をもとに、敷地内

の河道跡、伏流水といった環境資源や河岸段丘の特徴を抽出した。抽出された

この土地固有の要素と微地形を手がかりとして、せせらぎや湿地を再生し、陸域

から水域までの多様な植生を可能にする新たな地形をつくり出したのである。

何度も現地を訪れるにつれ、大地の小さな声を聞きとれるようになるがごとく

生まれるべき大地の形を見極める。河道跡に堆積していたレキを堀り、緩やか

な傾斜をつけたことで水が流れはじめ、時の流れとともに緑豊かな植物が群生

し、豊かな生態系が再生し、多様な環境が新たに生み出された。せせらぎの再生

により乾燥化による植生の変化が抑えられ、地域固有種の植生を保つとともに、

水辺や湿地の特徴を表す水生植物やカエルやトンボといった生物など、この場

所本来の動植物が戻り、多様な環境が生み出されたのである。
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多種多様な条件下、強い想いによってせせらぎを再生することで生まれたこの

環境が、時を経て後世に想いをつなぎ、時間をかけて風景を醸成している。

設計者の継続的な粘り強い意志により、時を経てもなお、また時をかけることに

より、一層美しく、人々の心に訴えかける風景を生み出している。ランドスケープのスタディ模型

継続的に自然環境の調査を行った
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